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グローリー株式会社

当資料に記載されている将来の見通しなどについては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成されたものです。

当社を取り巻く内外の経済情勢、業界動向、商品需給、新技術の進展などにより、今後において業績見通しが変動するなどの
リスクや不確実性を含んでおります。

従いまして、投資判断を決定する場合には、本資料の将来の見通しのみに依拠することは、お控えくださるようお願い申し上げ
ます。

また、本資料の将来の見通しに関する記述につきましては、法律上その手続きが必要となる場合を除き、
事前予告なく変更することもありますので、ご了承ください。

連結業績について 2011年3月期 業績予想
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市場別表示の変更

市 場

金融市場金融市場

自動販売機自動販売機
市場市場

その他のその他の
市場市場

金融機関、

生保・損保会社、証券会社、

コンピューターメーカー他

官公庁、病院、レジャー施設、

一般企業

消費者金融 他

国内外たばこメーカー、

たばこ小売店、

鉄道会社他

納入先 主な商品及び製品

オープン出納システム

窓口用現金入出金機他

投票用紙分類機

病院向け診療費支払機

社員食堂システム他

たばこ販売機

券売機

コインロッカー 他

市 場

自動販売機自動販売機
市場市場

①

金融市場金融市場

その他その他

～２００９年度 ２０１０年度～

※① 「自動販売機市場」を「その他」の中に移行

※② 「その他の市場」の一部納入先、並びに「自動販売機市場」の一部製品を適切な市場に移行

※③ 納入先の表記を整理

国内の金融機関、

日本郵政、ＯＥＭ先等

海外市場海外市場
海外の金融機関、

警備輸送会社、カジノ、

コンピューターメーカー他

窓口用紙幣入出金機

紙幣整理機

ＡＴＭ用ユニット他
海外市場海外市場

海外の金融機関、

警備輸送会社、カジノ、

ＯＥＭ先等

病院、自治体、企業等

国内のたばこ販売店、

たばこメーカー等

流通・交通流通・交通
市場市場

遊技市場遊技市場

百貨店、スーパーマーケット、

専門店、警備保障会社、

鉄道会社他

パチンコホール他

硬貨・紙幣レジつり銭機

売上金入金機他

プリペイドカードシステム

景品払出機

紙幣搬送システム他

流通・交通流通・交通
市場市場

遊技市場遊技市場

② 国内のスーパーマーケット、

百貨店、警備輸送会社、

鉄道会社等

国内の遊技場

（パチンコホール等）

納入先③

②



3

連結業績概要 前年同期比

経常利益

四半期純利益

（百万円）

営業利益

28,970

760
(2.6%)

1,584
(5.5%)

712
(2.5%)

2010年3月期
第1四半期

遊技市場向け機器の販売は低調であったものの、海外市場、金融市場、流通・交通市場での
販売は好調で、前年同期に比べ増加。

営業利益は売上高の増加や海外生産・海外調達の拡大等コストダウン策の推進により、
前年同期に比べ増加。 経常利益、四半期純利益は減少。

１

2011年３月期
第1四半期

売上高

利 益

前年同期比

+47.8%

▲26.8%

▲36.0%

30,339

1,123
(3.7%)

1,160
(3.8%)

456
(1.5%)

うち

保守売上高

売上高

7,857
(27.1%)

7,879
(26.0%)

+4.7%

+0.3%

連結業績について
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売上高の変動要因

28,97028,970

30,33930,339

2010年3月期
第1四半期（累計）実績

2011年3月期
第1四半期（累計）実績

金融市場

その他

海外市場

流通・交通
市場

遊技市場

～

単位：百万円

＋676

＋859

＋325

▲301

▲191

1,369

～

連結業績について１
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営業利益の変動要因

760760

1,1231,123

2010年3月期
第1四半期（累計）実績

2011年3月期
第1四半期（累計）実績

原価率
低減効果

▲341

売上高の増加
＋123

363

連結業績について１

＋581

販売費
及び一般管理費

単位：百万円
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セグメント別売上高・営業利益連結業績について

海外市場 7,235

セグメント

流通・交通市場

遊技市場

２０１１年３月期 第１四半期

前年同期比

その他

（百万円）

6,376

２０１０年３月期 第１四半期

+859（ +13.5%）

１

自動販売機
市場

合 計

393

8,634
6,005 486

6,147 102

2,317 ▲276

1,097 ▲294

30,339 1,123

7,958

5,680

6,448

2,508

1,706

28,970

+676（ +8.5%）

+325（ +5.7%）

▲301（ ▲4.7%）

▲191（ ▲7.6%）

▲609（▲35.7%）

+1,369（+ 4.7%）

417金融市場

売上高 営業利益

28,970

30,339

2010年3月期 １Ｑ実績 2011年3月期 １Ｑ実績

セグメント別売上高
の変動要因

1,369

1,123

2011年3月期 １Ｑ実績

セグメント別営業利益
の状況
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四半期推移

金融市場

●主要商品の販売が堅調

構成比率

売上高 8,634

+676
(+8.5%)

前年同期比

（単位：百万円）

主要製品であるオープン出納システムの販売が堅調に

推移したことに加え、ＯＥＭ商品である窓口用入出金シ

ステムのユニットも更新需要による販売が順調に推移。

連結業績について

7 ,9 58

11 ,684

8 ,6 22

14 ,4 95

8 ,634

11 ,366 11 ,000

16 ,0 00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q予 3Q予 4Q予

2010/3 2011/3
オープン出納システム
ＷＡＶＥシリーズ

窓口用入出金
システムのユニット

オープン出納システム
ＷＡＶＥ Ｃシリーズ

自動精査現金バス
ＢＷシリーズ

主要製品の状況（前年同期比）主要製品の状況（前年同期比）

１

営業利益 417

構成比率 37.1%

28.5%
(+1.0%)

7 ,958
8 ,634

10/3 (1Q) 11/3 (1Q)

576
858

1 ,8 24

417

1Q 2Q予 3Q予 4Q予

《2011/3》

※矢印の傾きは売上高前年同期比の増減状況を表示
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流通・交通市場

●主要製品の販売が堅調

主要製品であるレジつり銭機の販売は好調であり、

加えて一般店舗向け売上入金機の更新需要が

活性化。

連結業績について

レジつり銭機
ＲＴ／ＲＡＤシリーズ

小型入金機
ＤＳ・ＤＳＳシリーズ

小型入出金管理機
ＲＨシリーズ

主要製品の状況（前年同期比）主要製品の状況（前年同期比）

小型現金入出金機
ＤＳＲシリーズ

１

四半期推移

構成比率

売上高 6,005

+325
(+5.7%)

前年同期比

（単位：百万円）

2010/3 2011/3

営業利益 486

構成比率 43.3%

19.8%
(+0.2%)

496

721 698

486

1Q 2Q予 3Q予 4Q予

《2011/3》

5 ,680 6 ,005

10/3 (1Q) 11/3 (1Q)

5 ,6 80

7 ,0 83
6 ,1 87

7 ,184
6 ,005

6 ,9 95 7 ,0 00
8 ,0 00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q予 3Q予 4Q予

※矢印の傾きは売上高前年同期比の増減状況を表示
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遊技市場

●カードシステムの販売が低調

新製品である各台計数機の販売は堅調であったもの

の、カードシステム等に対する設備投資の抑制傾向に

より、販売は低調に推移。

連結業績について

景品管理機
ＪＫシリーズ

台間高額メダル貸機
ＪＭＭシリーズ

紙幣搬送システム

主要製品の状況（前年同期比）主要製品の状況（前年同期比）

１

各台計数ユニット
ＪＣＴシリーズ

四半期推移

構成比率

売上高 6,147

▲301
(▲4.7%)

前年同期比

（単位：百万円）

2010/3 2011/3

営業利益 102

構成比率 9.1%

20.3%
(▲2.0%)

352

731

373

102

1Q 2Q予 3Q予 4Q予

《2011/3》

6 ,448 6 ,147

10/3 (1Q) 11/3 (1Q)

6 ,4 48
7 ,3 71

8 ,7 25

4 ,190

6 ,147 5 ,8 53

8 ,0 00

6 ,0 00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q予 3Q予 4Q予

※矢印の傾きは売上高前年同期比の増減状況を表示
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海外市場連結業績について

ＡＴＭ用
紙幣入金ユニット
ＵＤシリーズ

紙幣整理機
ＵＷ・ＵＳＦシリーズ

紙幣入出金機
ＲＺシリーズ

小型紙幣入金機
ＧＦＳシリーズ

●中国市場での販売が堅調

ＯＥＭ商品であるＡＴＭ用紙幣入金ユニットの販売が

好調に推移し、また、中国における販売網の拡充等に

より紙幣整理機の販売が拡大。

主要製品の状況（前年同期比）主要製品の状況（前年同期比）

１

四半期推移

構成比率

売上高 7,235

+895
(+13.5%)

前年同期比

（単位：百万円）

2010/3 2011/3

営業利益 393

構成比率 35.0%

23.8%
(+1.8%)

447

587

770

393

1Q 2Q予 3Q予 4Q予

《2011/3》

6 ,376
7 ,235

10/3 (1Q) 11/3 (1Q)

6 ,3 76 6 ,6 86
6 ,0 83

9 ,567

7 ,235 7 ,7 65
8 ,5 00 8 ,5 00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q予 3Q予 4Q予

※矢印の傾きは売上高前年同期比の増減状況を表示
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●たばこ自動販売機の販売が低調

その他

ＯＥＭ製品である公営競馬場向け当選金払出ユニット

の販売が好調であったものの、たばこ販売機の販売が

低調。

連結業績について

投票用紙分類機
ＧＴＳシリーズ

主要製品の状況（前年同期比）主要製品の状況（前年同期比）

１

たばこ販売機
ＴＮＲシリーズ

印刷式同時券売機
ＶＴシリーズ

四半期推移

構成比率

売上高 2,317

▲191
(▲7.6%)

前年同期比

（単位：百万円）

2010/3 2011/3

営業利益 ▲276

構成比率 ▲24.6%

7.6%
(▲1.1%)

103

335

6

▲ 276
1Q 2Q予 3Q予 4Q予

《2011/3》

2 ,508
2 ,317

10/3 (1Q) 11/3 (1Q)

2 ,5 08 2 ,5 25 2 ,3 84

3 ,349

2 ,317
2 ,6 83

3 ,5 00 3 ,5 00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q予 3Q予 4Q予

※矢印の傾きは売上高前年同期比の増減状況を表示
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計画比（セグメント別売上高・営業利益）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

１Ｑ計画 １Ｑ実績

百万円

30,,000 30,339

連結業績の概要１

海外市場 7,235

セグメント

流通・交通市場

遊技市場

２０１１年３月期 第１四半期

差 異

その他

（百万円）

7,500

売上高 計画

▲265（ ▲3.5%）

自動販売機
市場

合 計

393

8,634
6,005 486

6,147 102

2,317 ▲276

1,097 ▲294

30,339 1,123

9,000

6,500

5,000

2,000

1,000

30,000

▲366（ ▲4.1%）

▲495（ ▲7.6%）

+1,147（+22.9%）

+317（ +16.9%）

+97（ +9.7%）

+339（+ 1.1%）

417金融市場

営業利益売上高 実績

セグメント別売上高
（計画対比）
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地域別売上高連結業績について

海外海外

地域別売上高地域別売上高

米 州
1,919

30.1%

2010年3月期

第1四半期

1,256
17.4%

2011年3月期

第1四半期

▲663
▲34.5%

前年同期比

（単位：百万円）

※下段は売上高構成比率

１

内 ＯＥＭ
827

13.0%
155
2.1%

▲672
▲81.3%

欧 州
3,532

55.4%
4,395

60.7%
+863
+24.4%

内 ＯＥＭ
1,222

19.2%
2,712

37.5%
+1,490
+121.9%

アジア
925

14.5%
1,583

21.9%
+658
+71.1%

内 中国
239
3.7%

769
10.6%

+530
+221.8%

内 ＯＥＭ
293
4.6%

161
2.2%

▲132
▲45.1%

合 計
6,376
100.0%

7,235
100.0%

+859
+15.5%

内 ＯＥＭ
2,342

36.7%
3,028

41.9%
+686
+29.3%
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2,032 1,901

1,829 1,598

1,703

2011年3月期
第１四半期

2010年3月期
第１四半期 四半期毎の推移前年同期比

▲131
▲6.4%

設備投資額

減価償却費

研究開発

投資額

設備投資他

▲231
▲12.6%

▲15
▲0.9%

（単位：百万円）

2 ,0 32
2 ,278

2 ,006

2 ,459

1 ,901

2 ,599
2 ,2 50 2 ,2 50

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q予 3Q予 4Q予

2010/3

1 ,8 29
2 ,022 2 ,088

2 ,205

1 ,598
1 ,902

2 ,2 50 2 ,2 50

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q予 3Q予 4Q予

1,703 1 ,577

989

2 ,444

1 ,688 1 ,612 1 ,6 00 1 ,6 00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q予 3Q予 4Q予

1,688

2011/3

2010/3 2011/3

2010/3 2011/3

連結業績について１
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0.42.5

1.52.5

3.14.9

1.2

0.5

0.6

0.1

3.8

1.6

1.7

5.5

0.2

3.1

3.7

32.6

63.9

2.6

33.0

64.3

100.0100.0

百分比

（％）

百分比

（％）

販管費

営業外費用

法人税法人税等調整額等調整額 129 ▲589

営業利益営業利益

（百万円）

売上高売上高

売上原価

営業外収益

経常利益経常利益

特別損失

税税金金等調整前等調整前

四半期四半期純利益純利益

2011年3月期 第１四半期

30,339

19,304

9,911

1,123

514

477

1,160

353

944

増 減

+1,369

+665

+341

+363

▲382

+405

▲424

+167

▲487

特別利益 138 +106

四半期四半期純利益純利益 456 ▲256

（単位：百万円）

718

2010年3月期 第1四半期

28,970

18,639

9,570

760

896

72

1,584

186

1,431

32

712

①

②

③

損益計算書連結業績について

①売上原価率 ：コスト削減活動の成果等により0.4ポイント低減。

②営業外損益 ： 為替差損(405百万円) などが発生。（前年同期は営業外収益に保険返戻金(406百万円)を計上）

③特別損失 ： 退職給付費用(257百万円)などが発生
（旧播磨Ｇ、旧Ｇテックの簡便法（一時金）を原則法（一時金）に移行することに伴う影響額）

１
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新製品による市場の深堀りが進み、前年同期から増加。

2011年3月期 業績予想
2011年3月期

業績予想
２

経常利益

当期(四半期)
純利益

（百万円）

営業利益

30,339

1,123
(3.7%)

1,160
(3.8%)

456
(1.5%)

第1四半期 実績
第2四半期

累計期間 予想

65,000

3,000
(4.6%)

3,000
(5.8%)

2,000
(3.5%)

うち

保守売上高

売上高

7,879
(26.0%)

16,000
(24.2%)

売上高

利 益 売上高拡大とコストダウン策の推進効果により、前年同期に比べ増加。

通期 予想

145,000

10,000
(6.9%)

10,000
(6.9%)

6,000
(4.1%)

32,000
(22.1%)

通 期

※為替レート 【第１四半期】 ドル８５円 ユーロ１３０円 → 【第２四半期】 ドル８５円 ユーロ１１０円
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遊技市場

47,000

（百万円）

金融市場

流通・交通市場

201１年3月期（平成23年3月期）

8,637

6,004

6,138

28,000

26,000

28.5%

19.8%

20.2%

セグメント別売上高
2011年3月期

業績予想

第2四半期累計期間 予想 通期 予想第1四半期 実績

32.4%

19.3%

17.9%

20,000 30.8%

13,000

12,000

7,235海外市場 23.8% 32,000 23.7%15,000 23.0%

20.0%

18.5%

その他 12,000 8.3%5,000 7.7%

内 自動販売機
市場 6,500 4.5%2,500 3.8%

2,322

1,101

7.7%

3.6%

合 計 30,339 145,000100.0% 100.0%65,000 100.0%

２

※右枠は構成比率は売上高構成比率
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設備投資について

●●ＧＬＯＲＹ（ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ），ＩＮＣ．第２工場建設ＧＬＯＲＹ（ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ），ＩＮＣ．第２工場建設

①海外市場への販売拡大（主にＯＥＭ製品）に伴う増産に対応する。

②本社製品の受託生産を通じグループとしてのコストダウンに貢献する。

完成予想図

その他の情報

【【竣工後の生産能力竣工後の生産能力】】

組立能力組立能力 約２倍約２倍

（生産スペースを約２倍に増加）（生産スペースを約２倍に増加）

【【着工着工】】

２０１０年８月２０１０年８月

【【竣工竣工】】

２０１１年３月予定２０１１年３月予定

３

GLORY(PHILIPPINES),INC.GLORY(PHILIPPINES),INC.

売上高売上高 １７億１，６００万円１７億１，６００万円

（非連結）（非連結）

従業員数従業員数 ４０９名４０９名

２０１０年３月末時点




